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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　共同実施だより
毎年年末になると、「年末調整還付金」を“臨時収入！！”として楽しみにしていらっしゃる先生方も多いのでは？
ところで、この「年末調整」って、いったいどういうものなのでしょう・・・。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ１　年末調整とは

　　　私たちサラリーマンは、毎月の給与やボーナスが支給される際に源泉徴収によって所得税を天引きされています。しかし、１年間に源泉徴収された所得税の合計額は、必ずしもその人が１年間に納めるべき税額とは一致しません。

このような不一致を精算する手続きを「年末調整」と呼んでいるのです。
Ｑ２　なぜ一致しないの？
①源泉徴収税額表は年間を通して毎月の給与の額に変動がないものとして作られているが、実際は年の途中で給与の額に変動があるから。

②年の途中で出生や就職、結婚などにより扶養親族等に異動があっても、その異動後の支払分から修正するだけで、さかのぼって各月の源泉徴収税額を修正することとされていないことから。

③配偶者特別控除や生命保険料、地震保険料の控除などは、年末調整の際にまとめて控除することになっているから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｑ３　年末調整によって受けられる控除は？　　　　　　　　　　　　
○扶養控除　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○配偶者控除・配偶者特別控除
○生命保険料控除・地震保険料控除

○社会保険料控除
○小規模企業共済等掛金控除
○障害者控除

○老年者控除
○寡婦・寡夫控除

○勤労学生控除　　　　　　　　　　　　　
○住宅借入金等特別控除　　　　　　　　　

～年末調整の手順～
	１．その年の給与・ボーナスの総合計額から“給与所得控除後の給与の額”を求める。

２．この“給与所得控除後の給与の額”から、扶養控除や保険料控除などの“所得控除”を差し引く。

３．この“所得控除”を差し引いた金額（1,000円未満切捨て）に、“所得税の税率”を当てはめて税額を求める。

４．“住宅借入金等特別控除”を行う場合は、更にその控除額を差し引いた税額（100円未満切捨て）を求め
る。　　⇒　これが、その人が“１年間に納めるべき所得税額”となる。

５．源泉徴収した所得税の合計が１年間に納めるべき所得税額より多い場合には、その差額が還付される。

源泉徴収した所得税の合計が１年間に納めるべき所得税額より少ない場合には、その差額が徴収される。


注意！！





「年末調整のための所得税額の速算表」を使用





「所得税法上の扶養親族」と、「給与条例上の扶養親族」とでは、認定要件である所得等の限度額の考え方が違います！！


＊所得税法上の扶養親族


所得 380,000円以下（総収入103万円以下）


＊給与条例上の扶養親族


（恒常的に得られる総収入）1,300,000円以下








「年末調整等のための給与所得控除後の給与等の金額の表」で求める








